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　　「福井県内の経済状況
～北陸新幹線延伸を控えて～」

前 田　雅 城  様 箏奏者： 後藤  礼奈   様・佳奈   様
福井財務事務所　財務課長

『伝える』ということ
～情報を情感に換える３つの極意～
福井放送株式会社 報道制作局 専任局長
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小淵　洋治　会員
園　　幸雄　会員
橋本　政宣　会員
西尾　俊一　会員

窪田　健一　会員
野呂　和夫　会員
梅田　吉臣　会員
田村　康夫　会員
深見　泰和　会員
瀧谷 えみ子　会員
森家　　亮　会員

≪文化プログラム≫

酒井 雅憲　会長　　
皆さんこんにちは、最
近、福井県、特に鯖江
武生の丹南地区は人
手不足が深刻です。
　皆さんご存知の労

働不足を補うための30年続いている実習生制度
が、最近人権を軽んじていると、世界から非難され
ています。
　そもそも「技能実習」といえば、昨今の報道の影
響で「就労」のイメージがありますが、本来は、開発
途上国への協力、日本で指導し日本で学んだ技能
を母国に伝えることを目的とする、国際貢献のため
の制度」として設けられた在留資格です。ただ、実
態は、ほとんどの企業が労働力として考えているの
ではと思われていることが問題です。
　それに比べ、特定技能という制度は、最初から、
まさに「就労」のため、人手不足を補う労働力を確
保するために設けられた在留資格です。特定技能
制度は、日本で人手不足が深刻になるであろう12
分野、14業種で2019年4月より始まりました。
　①介護　②ビルクリーニング　③素形材・産業
機械・電気電子情報関連製造業　④建設　⑤造

会　長　の　時　間

船・船舶用工業　⑥自動車整備　⑦航空　⑧宿泊　⑨農業　⑩漁業　⑪飲食料品製造業　⑫外食業の12分野。
　この二つの制度の違いについて少しご説明いたします。
１．この特定技能は12分野（14職種）しかないのに対し、技能実習は85職種（156作業）あり、技能実習は業務内容が非常
に細かく分かれています。在留期間も、特定技能1号は、通算５年。2号の資格になりますと上限なし。これに対し、技能実習
1号：1年以内、2号：2年以内、技能実習3号：2年以内（合計で最長5年）。②技能実習は労働が目的ではないため、「転職」と
いう選択肢は原則存在しません。比べて特定技能は就労資格なので、日本人同様に同一の職種であれば「転職」が可能で
す。また、一定の条件を満たせば、技能実習から特定技能への移行の転職は可能になります。
２．技能実習生は海外の送り出し機関と提携している監理団体、一時派遣元からの紹介しか受入れることができません。し
かし、特定技能にはとくに制限はありませんので、受入れ企業自ら採用を行ったり、紹介会社を利用したり選択することがで
きます。この違いにより、新型コロナウイルス感染拡大の際には、何年も海外から求職者を呼ぶことができない状況が起き
たため、実習生は極端に減少し、特定技能は国内在住者の採用も可能だったことで、外国人の新規入国が進まないなかで
非常に注目されました。技能実習生がコロナ禍により帰国困難となったことから特定技能へ在留資格を移行するケースも
増え、国内在留の「特定技能外国人」は右肩上がりで増加し、特定技能外国人の雇用は促進されました。このような状況か
ら、いまでも、特定技能外国人の需要が大変高まっています。
３．特定技能は原則、（介護、建設分野を除き）人数枠がありませんので企業のニーズで採用できるのに対して、技能実習に
は細かい人数枠の制限があります。企業で適切な指導ができる人数に、予め制限されています。希望する人数だけ、受け入
れることができるわけではありません。（常勤職員30名以下の小さい企業は定員3名ですので、最長5年かければ、3×5＝
15名の常時在籍（受け入れ）が可能です。特別に、優良企業の指定を受けますと、6名ですので6×5＝30名可能です。）ちな
みにうちの場合、6名枠の優良企業ですので12名×5年ですと＝60名の実習生を在籍させることができるということになり
ます。
４．外国人労働者にとって、家族帯同ができるかどうかは、長く働けるかどうかを決める重要な項目ですので、一緒に暮らす
ことができれば、日本で長く働く選択肢になります。逆に家族帯同が出来なければ「母国に家族を残しているので、寂しいの
で帰国します」となることもあるわけです。制度上、帰国が前提の技能実習生は、家族帯同はできません。一方で、特定技能
においては、1号は基本的に認められていませんが、2号のレベルであれば配偶者とその子は一緒にくらすころが可能です。
　以上、大きく五つの違いについてお分かりになったでしょうか？皆さんどう思われたでしょうか？なんとなくですが今後、外
国人労働者受け入れについては、実習制度から特定技能に移行されていくことになるだろうという感じです。
ただ、そうなれば、我々中小企業にとっては、特定技能制度の中にあらゆる業種を網羅して増やしていただき、貴重な労働者
が大企業に全部集中してしまうことを多少でも制御するような妙案を期待したいものです。　
　今後、外国人労働者を必要とされる方、情報が欲しいという方がございましたら、鯖江商工会議所、または、大野にありま
す私が理事長を務めております遼日産業協同組合にお尋ねいただければ、丁寧に説明させていただきますので、どうぞご
利用ください。以上会長の時間を終わります。

新春を祝う箏の音

幹事報告：1.本日例会終了後、2月度理事会を開催しますので理事役員の方は3階の事務所にお集まり下さい。　2.先
月に、後期分クラブ会費の請求書を出しておりますので、未納付の会員は早めに振込手続きをお願い致します。遅くと
も今月末までにはお願い致します。　3.京都南ロータリークラブ創立70周年記念奉仕事業の一つとして『京都発ART
のチカラ～未来のアーティストたちの真剣勝負』と銘打って事業を主催され、その内容について日本BS放送（BS11）で
60分のドキュメント番組として放送予定だそうです。日時は2月11日（日）19時～19時58分、日本BS放送（BS11）にて
放送予定です。＊放送日時は変わることがあります。詳細は各テーブルに配布の資料をご覧下さい。
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酒井　雅憲　会員
増永　英彦　会員
幸道　森市　会員
齋藤多久馬　会員
梅田　吉臣　会員
小淵　洋治   会員

卓話楽しみにしております。宜しくお願い致します。

例会への出席をお願い致します。

2/4立春　春とうからじ

前田様の卓話に期待して。

前田様の卓話楽しみです。勤続ありがとう。

誕生祝をいただいて。

園　　幸雄　会員
酒井　芳則　会員
窪田　健一　会員
野呂　和夫　会員
佐野　直美　会員

誕生祝を頂いて。前田様の卓話に期待して。

２月梅の花がほころび初めます。梅田様めがね有難うございます。

勤続表彰を頂いて。前田様の卓話に期待して。あっという間に２月になりましたね。

勤続表彰いただいて。

前田様の卓話楽しみです。とても良い事がありました。

卓　話 テーマ

卓話者紹介：帰山　明朗　プログラム委員長
　本日は、福井財務事務所 財務課長 前田 雅城
（まえだ まさき）様をお迎えいたしました。年齢は49歳・福
井県勝山市出身で石川県金沢市在住でございます。
　平成 9年4月 北陸財務局 採用され、令和3年7月 北陸財
務局 総務課 企画調整官（地域連携担当）、令和4年7月 北
陸財務局 金融監督第一課 上席調査官、令和5年7月からは

現職についておられます。本日は大変お忙しい中お越しくださりまして、ありがとうござ
います。「福井県内の経済状況～北陸新幹線延伸を控えて～」というテーマでお話しい
ただきます。では、早速ですがどうぞよろしくお願いいたします。

卓話者：前田　雅城　様
テーマ：福井県内の経済状況～北陸新幹線延伸を控えて～
　本日は貴重な機会をいただき感謝申し上げます。当所は
、財務省・金融庁の出先機関として財務・金融行政のほか経
済調査も行っているところで、皆様からは日ごろ多大なるご
協力をいただいており、この場を借りて御礼申し上げます。
日本経済について

　内閣府の月例経済報告、日銀の金融政策決定会合、財務局の管内経済情勢、のいず
れも直近では本年１月に景気判断を出しており、多少の違いはありますが「緩やかに
回復」としています。先行きについてみますと、内閣府では「能登半島地震による影響に
留意」との記載が追加され、日本全体問題との認識をしています。主な指標として、四
半期ごとのGDP成長率をみますと、昨年7-9月期は前期比で少し落ちました。物価上昇
が個人消費や設備投資など内需をやや冷え込ませているとの分析です。他方、インバ
ウンド需要が好調なことなど外需は堅調に推移しています。
福井県内経済の状況の前に、県内経済の特徴について
　地域経済をみる主な指標は、生産活動、個人消費、雇用情勢です。生産活動につい
ては、皆様ご承知の通りモノづくりが盛んな県です。鉱工業生産指数でみますと、第一
位が「電子部品・デバイス」、全国と比べても突出しており、第二位は「繊維」、第三位が
「化学」で、この上位３つで50％弱。次いで「プラスチック」、「輸送機械」、「非鉄金属」と
続き、「眼鏡枠」も６％強を占めています。地場産業である「繊維」「眼鏡枠」は、産地とし
ての規模は縮小してきていますが、新たな分野への挑戦を続けながら、競争力を高め
て生き残っていて、今後も福井において重要な産業であります。
　個人消費の特徴としては、主要5業態（百貨店スーパー、コンビニ、ドラッグストア、ホ
ームセンター、家電量販店）のうち、「ドラッグストア」が全体の３割を占めています。R5
年トータルでは、「ドラッグストア」販売額が「百貨店・スーパー」販売額を上回る見込み
です。北陸のドラッグストアの特徴としては、広い敷地や店舗面積を活用して食料品を
強化、低価格戦略とも相まって消費者ニーズをとらえ、店舗数は増加を続けています。
　雇用情勢の特徴としては、有効求人倍率が（ほぼ）毎月全国１位です。ただし、求人
倍率が高いことは人手不足の裏返しでもあります。加えて福井県では、少子高齢化が
全国と比べても進んでおり、若者の流出も相まって労働力の中心となる世代がどんど
ん高齢化している、という問題もあります。
足元の福井県内情勢について。
　当所では、四半期ごとに県内経済について分析し、その結果を公表しています。
これまでの総括判断を時系列でみますと、R2年の4月期に、新型コロナの蔓延を受け
て経済が大きく落ち込み、そこから少しずつ上昇を続け、前々回（R5年7月）と前回（R5
年10月）は２期連続で上方修正していました。最新のR6年１月期の情勢報告は本日（
2/1）公表したところ、能登半島地震を受けて前例のない内容となりました。今回の全
体総括は「令和６年能登半島地震前は、持ち直していたが、現時点では、まずは地震に
よる地域への影響全体について十分に把握する必要がある。」としています。つまり、能
登半島地震の前後で局面が大きく変わったのですが、何がどの程度変化したのか、正
確に把握できる状況にないため、前回判断との比較は見送り、まずは実態把握が必要
としたものです。では、地震前はどうだったか、項目ごとに説明したします。
　個人消費については、「（令和 6 年能登半島地震前は） 緩やかに回復」とし、10月判
断から据え置きです。昨年５月のコロナ５類移行により、人の移動が活発に、イベント
等も通常開催となり、主要観光地の来訪客数も増えたことから、小売業態では飲食料
品を中心に売上が伸び、百貨店・スーパー、コンビニ、ドラッグストアなどがプラス基調
を維持。新車販売台数についても、半導体不足からくる自動車減産が解消されて前年
を上回って推移、といったことを踏まえ、個人消費については「緩やかに回復」としてい
ます。なお、主要温泉地の宿泊客数は、前年に県による旅行支援施策があったことから
その反動で前年を下回りました。
　生産活動については、「（令和 6 年能登半島地震前は） 緩やかに持ち直しつつある」
とし、10月判断から上方修正しました。その要因としては、ウェイトの高い電子部品デ
バイスについて、しばらく生産水準を落としていたところ、足元、スマートフォン向けの
受注が増加に転じたことなどから持ち直しつつある、と上方修正したことが大きいです
。また、繊維では、衣料向けが堅調、カーシートなど非衣料向けが好調に推移しました。
ただ、眼鏡については、国内・海外とも需要は旺盛ですが、人手不足で生産が追い付か
ず、といった声も聞かれます。他方、海外景気の減速で設備投資関係の需要が減少し、

化学は足踏み。国内の住宅着工戸数の減少などもあってプラスチックは弱含みです。
　雇用情勢については、「（令和 6 年能登半島地震前は） 持ち直している」とし、10月
判断から据え置きです。有効求人倍率は1倍を大きく上回る水準で推移。新規求人は、
眼鏡や自動車関係、宿泊業などを中心に前年を上回っています。なお、当事務所で実
施している景気予測調査において従業員の過不足感についても調査していますが、昨
年10-12月期調査では、業種別でも規模別でも、全てのカテゴリで、かつ高い水準で不
足気味との結果に。特に、建設、運輸、小売り、宿泊・飲食サービスなどで不足感が強い
結果となりました。企業への聞き取りによりますと、人手不足への対策として、製造業で
は、マルチタスク化を進めたり、AIを活用したり、人が集まらない前提での取組を進め
ているほか、非製造業では、アプリを活用した短時間アルバイトの募集や、外国人の積
極採用の方針、などの取組が見られます。以上が地震前の状況であります。
1/1の能登半島地震の影響について。
　福井県内でも、あわら市などで公共施設や住宅などに被害を受けましたが、石川県
や富山県に比べれば小さいです。県内企業から聞き取りを行った結果でも、建物等に
損傷は受けたが営業や生産を継続するうえでは支障がないなど、直接被害は限定的
だったと考えています。ただし、宿泊キャンセルや観光客の減少、被災地からの供給が
滞るなどといった影響が一部で見られており、これからは代替生産や復旧資材の需要
増加といった動きも出てくると見込まれ、それら様々な要因を含め、今後、地域経済全
体への影響を注視していく必要があります。
北陸新幹線について。
　北陸新幹線延伸が、3月16日敦賀開業。東京から福井県内への所要時間は、約3時
間と、大幅に短縮されます。福井から東京まで、沿線地域の人口を合計すると3000万
人超です。ストロー効果による人口流出を懸念する声も聞かれますが、人口比からす
れば、プラス効果の方が大きいのではないかと思われます。新たな都市圏ネットワーク
の形成により、観光・ビジネスにおける域内交通の活性化に期待します。
県内企業の期待感はどうか。
　県内企業の景況感を当事務所で実施している景気予測調査（R5.10-12月期調査）
でみると、県内企業の現状判断としては、非製造業を中心に、前四半期より景気は良く
なっているとの結果です。理由は、コロナ５類移行後、宿泊、飲食、陸運業などのサービ
ス業を中心に客数増加などがみられたことでありますが、先行き、次の四半期以降の
見通しについても、新幹線延伸の効果でサービス業を中心に景況感は上昇の見通しと
なっています。非製造業について、石川県・富山県と比べると、福井県の期待値は高く、
新幹線延伸の影響とみています。ただ、これは能登半島地震前の調査結果であるため
次回、3月中旬に発表となる調査結果に注目したいです。
新幹線によって人が増えるのか、との懐疑的な声も。
　H27.3の金沢開業時に、県内観光客の入込数は増えた。その後も増え続け、必ずし
も新幹線だけではありませんが、これも要因とされています。えちぜん鉄道の利用者数
をみると、これも同社の企業努力あってこそですが、H27以降、利用者を増やしており、
同社自身、新幹線の影響が一部あるとみているところです。一方、どこからの客が多い
のか、発地別でみたデータによりますと、新幹線開業前後も、コロナ前後も、変わらず一
貫して県外客の65％は関西・中京地区から、関東地区は10％弱となっています。また、
関西・中京地区からの客はマイカー利用者が多いとされており、これが、二次交通が脆
弱という欠点に対し、楽観的な見方をする理由になっている部分があります。敦賀延伸
後は、発地別のウェイトがどう変わるのか、理由を含めてよく見ていく必要があります。
観光振興における課題を２つ。
　一つ目は、県内の宿泊客数。観光庁の公表データでみますと、石川県・富山県が足元
コロナ前まで戻りつつあるのに比べ、福井県は戻りが弱いです。また、宿泊者のうちの
外国人数が、福井県は圧倒的に少ない。全国で見ても下から2番目くらいです。
　二つ目は人手不足の常態化。新規求人数でみますと、人手不足がいわれる運輸、宿
泊、飲食のなかでも、特に宿泊業の人手不足感が強いと思われます。企業からは、新幹
線延伸で観光客が増えても、人手が足りず期待に見合うサービスを提供できない怖れ
がある、といった声も聞かれています。
それら課題に対する官民の取組について。
　宿泊施設については、質と量の強化が進んでいます。例えば新幹線開業に併せて福
井駅前に外資系のホテルが開業したり、先日は坂井市にオーベルジュがオープンなど
富裕層にも訴求力の高い、魅力ある宿泊施設の開業が相次いでいます。また、あわら
市やおおい町では大型ビジネスホテルが開業し、一定の成果を収めています。このよ
うに、多様な層に対し多様な受け皿の用意が進んでおり、宿泊については、今後、どの
ような統計が出てくるか、震災の余波も含め注目したいです。また、二次交通について、
タクシーやバスの人手不足は容易に解決できないと思われますが、そうしたなか、観
光施設への直行バスの運行開始、タクシーの配車効率を高めるためのアプリ導入、観
光客自らレンタカーなどを運転するための環境整備など、多様なオプションを用意す
ることで、分散と効率化を図っています。なかでもカーシェアは、運営側には店舗や人
員を必要としない、利用者側には時間帯を気にせず利用できる、といった双方のメリッ
トもあり、今後の普及の余地が大きいです。これだけで二次交通の問題が全て解決は
しないとしても、様々な取組が進むことは大事です。
最後に、本日の話のまとめとしては、
　　　　　・県内経済は、社会経済活動の正常化などを背景に持ち直していたところ。
　　　　　・能登半島地震による県内経済への影響は、現時点では未知数。観光産業
　　　　　  等を中心に、十分注視していく必要あり。
　　　　　・北陸新幹線延伸が、他地域との結びつきを一層強くし、北陸地域全体の
　　　　　  発展・復興に寄与することに期待。
　　　　　本日はありがとうございました。

　　「福井県内の経済状況
～北陸新幹線延伸を控えて～」前 田　雅 城  様

福井財務事務所　財務課長


